
◇タスクシフティング

・病棟クラーク／医療クラークの導入
２０１２年、モデル病棟で、看護業務の定量分析、役割分担に関する現状把握、看護ケアの質の評価を実施し

ました。院長への説明、部門長、師長、事務長との話し合いを重ねました。看護の現状を院全体で共有するため
に、全職員意見交換会の実行委員会を組織、その中での意見や改善策を理事会に提案しました。２０１３年、院
長が全職員向けに「組織改革方針」について宣言。「病棟クラーク・医療クラーク」の導入がようやく実現しま
した。

導入の成果
① 患者に対する直接ケア時間が確保されたことで、看護職員のモチベーションが向上。
② 院長が力強い変革への方針を全職員向けに宣言したことで、院長の方針が浸透。
③ 全職員意見交換会が各部門から協力を得られたことで、職員間に一体感が醸成。

全職員意見交換会の成果
「土曜日診療・夜間診療」の廃止。地元からは「いつでも診療のできる病院」という要望がありました。しか

し、近くに「総合病院」があることから、トップの決断で土曜日と夜間の当直を廃止。その結果、職員の勤務に
余裕が生まれました。

9th OCTOBER2018   特別号
編集発行/福井県医療の職場づくり支援センター

福井市大願寺３丁目4番10号 福井県医師会内

TEL ０７７６-２４-１６６６

福井県医療の職場づくり支援センター

ＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲ Plus.

今回は医療法人社団 順仁堂 遊佐病院 副院長兼総看護部長 信夫松子さんに「ワーク･ライフ･バランス
（WLB 仕事と生活の調和）の取組みについて」お話をお伺いしました。

名 称 医療法人社団 順仁堂 遊佐病院

理 念 『仁の心に順じて地域の医療・介護・福祉に

力を尽くします』

所 在 地 山形県飽海郡遊佐町遊佐字石田７番地

診 療 科 １０科

病 床 数 ８４床（医療療養 ８４床）

入院基本料 看護 ２０：１ 介護 ２０：１

診 療 時 間 月～金 9:00～12:00 13:00～16:30

職 員 数 ９４名（内看護師４７名）

当院は過疎化が進む地域にあり、看護職確保は
深刻な課題でした。２０１１年、看護職募集３人
に対して応募、採用共に０人という結果になり、
そこから『看護職員の確保』のための覚悟の取組
みがスタートしました。

２０１３年、院長による「ＷＬＢを推進する」
という方針のもと、副院長兼総看護部長が委員長
となりＷＬＢ推進委員会を設立。事務長、各病棟
看護師長、看護師、介護員、庶務主任、管理栄養
士を推進メンバーに選任。

取組のきっかけ

取組みの体制

取組みの概要

◇トップの決断
院長が「ＷＬＢは病院存続の生命線。働いている職員を支えるサポートは、経営陣の責任においてしっか

りやる」という強いメッセージを全職員向けに発信しました。

喫緊の課題への取組み

WLBの取組み始動

２０１３年、インデックス調査をしたところ、「できるだけ長く勤めたいと思っているが、将来を不安だと思っており、
上司とは自由に話し合える関係ではない。また、仕事への自己評価は高く、有給休暇の取得は公平でないと感じており、
健康問題を抱えている職員が３割いる」という結果がでました。
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このような院内の取組みを「ＷＬＢニュース」として発行し、病院内やＨＰで公表しています。対外的にも
「当院の魅力を他社に発信しようキャンペーン」を実施して、沢山の職員がＳＮＳなどで発信しています。

当院は、ＷＬＢに取組んで７年目を
迎えました。職員の定着・確保など成
果があり、「働きやすい職場になっ
た」という声が聞かれるようになりま
した。その土台となるのが、職員意見
交換会で聞かれる「生の声」です。
「働き続けられる職場づくり」をテー
マに、普段感じていること、要望など、
世代別グループで意見が交わされます。
「逆に辞めたくなる時はどんな時か」
という視点で話し合ったグループもあ
りました。また、今まであまり交流が
なかった職員と親睦を深める機会にも
なったという声も多く聞かれました。
会では、これからも課題を整理して
「１人１人がやりがいを持って安心し
て働き続けられる職場づくり」を目指
して、出来ることから取り組んでいき
たいと思います。

WLBの取組み

取組みの効果

【看護職員の採用・離職状況（年度別）】

◇多様な勤務形態
短時間勤務制度・日勤限定

勤務・夜勤半減勤務・夜勤免
除勤務の創設。子育て中や孫
の世話など各世代がライフス
テージに応じた働き方を可能
にしました。さらに夜勤手当
については、夜勤５回以上の
５，０００円加算制度も導入。

◇労働時間削減に向けた取組み
・かえでバッチ
“早く帰る”意味を込めた「かえる」に方言の温かみが加わり、「かえっで」
から『かえでバッジ』に名称が変化。定時で帰る職員は胸襟にバッジをつけま
す。他の職員は定時で帰れるように協力して業務を行います。

・毎月の給与支給日を職員全員の『ノー残業デー』として設定

◇休暇取得に向けた取組み
・アニバーサリー休暇
自分または家族の誕生日、記念日ならなんでもＯＫ。病棟に配布したカレン
ダーに事前に自分のアニバーサリーを申請することで、誰もが遠慮なく有給を
申請できます。

◇風通しのよい職場づくり
・「ランチミーティング」「ティータイム」
職位や職種を超えた交流を目的として、所定労働時間中に全職員対象に月
１回開催。毎回7割近い職員が参加します。

・接遇大賞、接遇優秀賞の創設
コミュニケーション向上のために、“気持ちいい挨拶ができた”など「職
員の模範となるような優れた接遇マナー」を実践した職員を表彰します。

・アサーティブコミュニケーションの推進
上司・部下に限らず、相手を尊重する姿勢を取り入れた対話で、円滑な職
場ムードを作るための取組みを始めました。」

◇職員の健康確保
・安全衛生委員会を中心とした職員の健康維持管理体制の構築
腰痛対策としてリフターやスライドシートの導入、産業医や理学療法士等の協力
の下『始業前腰痛予防体操』を実施。現在では、腰痛予防体操は習慣化され、腰
痛を抱える職員が減少しました。

・健康マイレーＪＩＮ
独自のポイントカードを作成し、個人での運動の成果や健康診断の結果をポイン
ト化。腰痛予防体操やスポーツジムの利用、地域のスポーツイベント等への参加
でもポイントが加算されます。３０pt貯まるとＱＵＯカード進呈。

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

募集 3 3 3 3 3 3 3

応募 0 1 2 4 5 3 4

採用 0 1 2 4 5 3 4

新卒 1 1

既卒 1 1 4 5 3 3

常勤フルタイム 1 2 2 2 2

非常勤短時間勤務 1 1 3 1 1

夜勤専従 1

奨学生 2 1 1

離職者数 6 4 0 4 1 6 5

定年（再雇用）
２

（２）
１

（１）
３

（３）
１

（１）
１

（１）

他施設へ 3 3 1 2 2

孫育て 1 1 1

健康問題 1 1

その他 1 1

離職率（％） 17.6 13.8 0 13.5 3.2 12.8 10.5
＊定年後再雇用者も離職者として算定


